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北極環境研究コンソーシアム（JCAR）による「北極環境研究の長期構想」
Long-term Plan for Arctic Environmental Research compiled by JCAR
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北極環境の研究者が、極域に関心のある他分野の研究者や、環境について知りたい市民などに向け、10年から
20年の期間において、次に示す諸問題の解決を目指して研究の方向を提案する。これまで我が国で「北極環境
研究」に特化した長期構想はなく、現状の分析、及び将来取るべき方針を示すことは重要である。JCAR が本長
期構想を作成できた事実は、その存在意義を確たるものにしたと言っても過言ではない。構想には次世代研究
者の希望が反映されており、それらの実現に向けた共同作業によって、多くの研究者が共通の目標を持って前
進することが可能となる。 
研究目的は、次の４つとしている。コンソーシアム設立の背景となった課題である「北極地域の強い温暖化に
伴い発生している急激で複合的な現象の理解とそのメカニズムおよび影響の解明、さらに、その将来予測を向
上させる」研究では、地球温暖化の北極域増幅など７つのテーマを選んだ。「陸域と海洋における生物多様
性、および温暖化だけでなく様々な人為的環境変化が生態系に及ぼす影響を解明する」研究については、陸域
と海洋に分けた２テーマとした。「広範かつ重要な北極環境およびその基礎情報に関する」研究では、地球を
取り囲むジオスペース環境などの３テーマを設定した。４つ目の「環境研究のブレークスルーを可能にするモ
ニタリング、モデリング、およびそれらを統合する」研究に関しては、３つの手法に基づいた３テーマを選ん
だ。
 

地球温暖化、生物多様性、北極圏基礎研究、先端的手法
global warming, biodiversity, basic research for Arctic environment, breakthrough methods

 

MIS19-03 日本地球惑星科学連合2016年大会

©2016. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - MIS19-03 -


